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立川市教育だより

教育だよりの『たっち』は、みんなの心や輝きへの「タッチ」を通して、「たちかわ」の地域・家庭・学校が手をつないで、生涯を通じた学びを推進したいという思いを込めて付けた名前です。
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立
川
市
教
育
委
員
会
は
、
立
川
市

の
教
育
の
指
針
と
な
る
教
育
目
標
を

平
成　

年
３
月　

日
に
改
定
し
ま
し

２４

２１

た
。
こ
の
新
し
い
教
育
目
標
の
実
現

に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
平
成　
２４

年
度
に
取
り
組
む
施
策
の
中
で
、
新

規
に
取
り
組
む
も
の
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◇

 　

平
成　

年
以
来
、　

年
ぶ
り
に
改

１３

１１

定
し
た
教
育
目
標
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
文
章

を
シ
ン
プ
ル
な
表
現
に
す
る
こ
と
、

立
川
ら
し
さ
を
盛
り
込
む
こ
と
な
ど

を
目
指
し
ま
し
た
。
改
正
に
あ
た
っ

て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
募
集
す
る
な
ど
、
よ
り
良
い
教
育

目
標
を
つ
く
る
た
め
に
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
教
育
目
標
の
内
容
は
左
欄

の
通
り
で
す
。

　

※
教
育
目
標
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
教
育
総
務
課
（
市
役
所
２

階
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

w
教
育
総
務
課
・
内
線
２
４
６
４

教
育
目
標
を
改
定
し
ま
し
た

　立川市教育委員会は、教育基本法の精神にのっとり、公
共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた人間の育
成と、新しい文化の創造を目指す。
　市政の基本理念「心のかよう緑豊かな健康都市立川」の
実現のために、生命尊重と人間尊重の精神を基調とし、家
庭教育、学校教育及び社会教育の緊密な連携のもとに、す
べての市民が生涯を通じて自主的に学び、充実した人生を
送ることができる生涯学習社会の実現と、子どもたちが心
身ともに健康で知性に富み、道徳心と体力を育み、人間性
豊かに成長することを願い、次のひとづくりに向けた教育
を推進する。

　

立
川
市
教
育
委
員
会
で
は
、児
童
・

生
徒
の
基
礎
的
・
基
本
的
事
項
の
確

実
な
定
着
を
図
る
た
め
に
、
小
学
校

２
校
、
中
学
校
１
校
に
学
力
向
上
推

進
研
究
校
を
指
定
し
、
学
校
に
お
け

る
土
曜
日
や
放
課
後
等
を
活
用
し
た

補
習
等
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　

●
学
力
向
上
推
進
研
究
校　

▼
小

学
校
＝
第
八
小
学
校
・
け
や
き
台
小

学
校
▼
中
学
校
＝
立
川
第
一
中
学
校

　
【
学
力
向
上
推
進
研
究
校
の
取
組

内
容
】

　

学
力
向
上
推
進
研
究
校
は
、
学
識

　

快
適
で
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
今
年
度
、
第
三
・

第
四
小
学
校
の
校
庭
の
芝
生
化
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

校
庭
芝
生
化
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
や
緑
化
対
策
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
環
境
学
習
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
な
ど
、
教
育
環
境

の
向
上
を
期
待
で
き
る
も
の
で
、
立

　

立
川
市
で
は
、
通
常
の
学
級
に
在

籍
し
て
い
る
生
徒
の
う
ち
、
対
人
関

係
を
築
く
こ
と
に
課
題
が
あ
っ
た
り
、

集
団
行
動
が
苦
手
で
あ
っ
た
り
す
る

た
め
に
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
生
徒
の
指
導
を
目
的
と
し
た

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
、

２４

２６

東
京
都
市
長
会
の
多
摩
・
島
し
ょ
ス

ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
を
活
用
し
、
子

教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標をををををををををを改改改改改改改改改改教育目標を改定定定定定定定定定定定

学力の向上を図っていきます

経
験
者
を
講
師
と
し
た
研
修
会
の
実

施
、
学
習
指
導
員
を
活
用
し
た
土
曜

日
や
放
課
後
、
長
期
休
業
等
を
利
用

し
た
補
習
を
行
い
、
児
童
・
生
徒
の

学
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

w
指
導
課
・
内
線
２
４
９
８

=
=

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

校庭の芝生で遊ぶ子どもたち

図書館の風景（立川第四中学校）

書
館
シ
ス
テ
ム
を
中
学
校
９
校
全
校

に
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
全
小

中
学
校
へ
の
導
入
が
完
了
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

で
正
確
な
蔵
書
数
が
確
認
で
き
る
上
、

蔵
書
検
索
が
簡
単
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
、
調
べ
学
習
な
ど
授
業
に
必
要

な
資
料
等
を
速
や
か
に
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
貸
し
出
し
記
録
を
統
計
的
に

調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
教
育
内
容
に

反
映
で
き
る
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

w
学
務
課
管
理
係
・
内
線
２
５
１

０川
市
で
は
平
成　

年
度
に
新
生
小
学

２０

校
の
校
庭
を
芝
生
化
し
ま
し
た
。

　

今
回
整
備
す
る
芝
生
は
、
暖
地
型

芝
生
の
改
良
ノ
シ
バ
（
ひ
め
の
種
）

で
草
丈
が
低
く
、
芝
刈
の
回
数
が
少

な
く
で
き
、
踏
圧
に
強
く
維
持
管
理

の
し
や
す
い
芝
生
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
施
工
時
期
は
、
夏
休
み
期
間
を

重
点
に
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
た
ち
に
芝
生
の
良

さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
都
の

芝
生
出
前
講
座
な
ど
を
利
用
し
て
平

成　

年
度
に
第
四
小
学
校
、　

年
度

２１

２２

に
第
七
・
西
砂
小
学
校
、　

年
度
に

２３

若
葉
・
南
砂
小
学
校
の
校
庭
の
一
部

を
芝
生
化
し
ま
し
た
。

　

w
教
育
総
務
課
・
内
線
２
４
６
９

　平成２４年度から、特別な支援
と配慮が必要な児童及び生徒の
就学前からの一貫した相談と支
援を実施していくために、特別
支援教育課を設置しました。今
後は、保護者、学校、医療機関
等関係機関と連携して、より充
実した支援をしていきます。
　●場所　立川市錦町３繰１２繰２５
（錦学習館２階・教育相談室内）
　w特別支援教育課
　　緯（５２７）６１７１

ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
競

技
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
内　
１２

地
区
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
実

施
す
る
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
の
体

力
と
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み
意
識

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　

w
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
内
線
４
４

１
３

ジュニアスポーツの振興を推進

新新しいしい教育目標教育目標のの実現実現にに向向けけてて
平成２４年度に取り組む施策を紹介します平平成成２２４４年度に取り組む施策を紹介しま年度に取り組む施策を紹介しますす

煙生きる力をはぐくみ、確かな力、やさしい心、個を輝か
せ、社会のために役立とうとするひとづくり
煙いつでも、どこでも、だれでも自由に学ぶひとづくり
煙いきいき健康、生涯スポーツを目指すひとづくり
煙歴史や伝統文化を継承し発展させるひとづくり
煙国際社会で主体的に貢献し活躍するひとづくり

立川市教育委員会の教育目立川市教育委員会の教育目標標

学
力
向
上
推

学
力
向
上
推
進進

研
究
校
を
指

　

研
究
校
を
指
定定

小
学
校
２
校
・
中
学
校
１
校

特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育課課課課課課課課課課特別支援教育課ををををををををををを
設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置ししししししししししまままままままままましししししししししし設置しましたたたたたたたたたたた!!!!!!!!!!!

全
中
学
校

全
中
学
校
にに

学
校
図
書
館
シ
ス
テ
ム

学
校
図
書
館
シ
ス
テ
ム
をを

導
入
し
ま
す

　
　
　
　
　

導
入
し
ま
す
！！

情
緒
障
害
等
通
級
指
導
学
級
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
立
川
第
六
中
学
校
と

立
川
第
八
中
学
校
に
加
え
、
平
成　
２４

年
度
か
ら
は
、
立
川
第
三
中
学
校
に

も
新
設
い
た
し
ま
し
た
。
通
級
学
級

に
は
学
区
が
あ
り
、
入
級
に
は
入
級

決
定
手
続
き
が
必
要
で
す
。
入
級
に

関
す
る
相
談
は
在
籍
校
の
担
任
の
先

生
、
ま
た
は
特
別
支
援
教
育
課
教
育

相
談
係〔
緯
（
５
２
７
）
６
１
７
１
〕

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

立
川
第
三
中
学
校

立
川
第
三
中
学
校
にに

情
緒
障
害
等
通
級
指
導
学
級

情
緒
障
害
等
通
級
指
導
学
級
をを

開
設
し
ま
し
た

　
　
　
　

開
設
し
ま
し
た
！！

=
=

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

=
=

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

今
年
度
は
第
三
小
学

今
年
度
は
第
三
小
学
校校
・・

第
四
小
学
校
を
予

第
四
小
学
校
を
予
定定

小
学
校
の
校
庭
を
芝
生
化

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
事
業
に
対
す

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
事
業
に
対
す
るる

補
助
制
度
の
創

補
助
制
度
の
創
設設

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
学
校
図
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適
応
指
導
教
室
「
た
ま
が
わ
」
で

は
、
教
科
の
学
習
、
体
験
的
活
動
、

集
団
行
動
及
び
教
育
相
談
等
を
通
し

て
、
中
学
生
の
自
立
心
と
主
体
性
を

養
い
、
学
校
生
活
の
適
応
力
を
高
め
、

在
籍
校
へ
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
豊
富
な
教
職
経
験

を
も
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
に

よ
る
各
教
科
の
補
充
的
な
学
習
、
特

に
つ
ま
ず
き
を
起
こ
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
そ
の
部
分
の
重
点
指
導

を
実
施
す
る
な
ど
、
個
に
応
じ
た
学

習
形
態
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
健
体
育
は
ほ
ぼ
毎
日
行
い
、
自
ら

「
健
康
維
持
と
体
力
向
上
を
目
指

す
」
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
体
験
的
な
活
動
は
、
家
庭
で
も

で
き
る
調
理
実
習
や
野
菜
作
り
な
ど

の
農
作
業
、
創
造
性
や
リ
サ
イ
ク
ル

を
中
心
と
し
た
制
作
、
地
域
学
習
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、「
た
ま
が
わ
」
で
は
、
臨

床
心
理
士
が
週
に
数
日
、
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
と
し
て
、
子
ど
も
の
不
安
や

悩
み
の
解
消
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
た
ま
が

わ
」
に
通
級
す
る
生
徒
の
保
護
者
に

対
す
る
相
談
に
も
応
じ
る
体
制
を
整

え
る
予
定
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
立
川
市
内
の
中
学

校
に
在
籍
し
て
在
籍
校
へ
の
登
校
が

十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
生
徒

が
入
級
の
対
象
で
す
。
在
籍
校
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
か
担
任
、
又
は
、
副

校
長
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

w
適
応
指
導
教
室
た
ま
が
わ
緯

（
５
２
３
）
４
４
６
０

　

学
校
情
報
メ
ー
ル
は
、
市
立
小
・

中
学
校
に
通
学
す
る
保
護
者
や
祖
父

母
、
地
域
の
方
等
を
対
象
に
、
学
校

が
配
信
す
る
情
報
（
緊
急
連
絡
事
項

な
ど
）
を
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ

た
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
電
子
メ

ー
ル
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、『
立

川
見
守
り
メ
ー
ル
』
の
一
部
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
４
月

２４

か
ら
、
市
立
小
・
中
学
校
全
校
で
情

報
を
配
信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
防

犯
（
不
審
者
）
情
報
、
防
災
情
報
の

い
ず
れ
か
、
ま
た
は
両
方
を
登
録
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
情
報
の

み
で
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。　

ま
た
、

学
童
保
育
所
や
保
育
施
設
の
情
報
も

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
料
金
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー

ル
受
信
の
際
の
通
信
料
な
ど
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

  　

①
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
携
帯
電
話
か

ら
、
登
録
用
ア
ド
レ
ス
etachika

w
a-reg@

m
lreg.tricorn.net

へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
メ
ー
ル
を
作
成

で
き
ま
す
）。【
注
意
】「
メ
ー
ル
指

定
受
信
」
や
「
迷
惑
メ
ー
ル
拒
否
」

な
ど
の
設
定
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

登登登登登登登登登登

録録録録録録録録録録

方方方方方方方方方方

登

録

方

法法法法法法法法法法法

新
た
に
登
録
す
る
方

@
city.tachikaw

a.lg.jp

と
い

う
ド
メ
イ
ン
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き

る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
数
分
後
に
届
く
「
登
録
方
法
の

ご
案
内
」
メ
ー
ル
か
ら
利
用
規
約
を

確
認
後
、
文
中
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
選
択
し

て
、
登
録
フ
ォ
ー
ム
か
ら
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

　

③
「
登
録
完
了
メ
ー
ル
」
が
返
信

さ
れ
た
ら
手
続
き
完
了
で
す
。

 　

①
登
録
内
容
変
更
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
th

ttps://blue.tricorn.net/tac
hikaw

a/pw
1.x

（　
は
イ
チ
）に

ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
し
て
い
る
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て
「
送
信
」

ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）。

　

②
数
分
後
に
届
く
「
ロ
グ
イ
ン
用

メ
ー
ル
通
知
」
文
中
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
選

択
し
て
登
録
更
新
フ
ォ
ー
ム
か
ら
登

録
内
容
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

③
「
登
録
更
新
完
了
メ
ー
ル
」
が

返
信
さ
れ
た
ら
手
続
き
完
了
で
す
。

　

w
学
務
課
学
務
保
健
係
・
内
線
２

５
１
５ す

で
に
見
守
り
メ
ー
ル
の

配
信
を
受
け
て
い
る
方

　

東
京
都
教
育
委
員
会
が
実
施
し
て

い
る
「
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を

図
る
た
め
の
調
査
」
の
平
成　

年
度

２３

の
調
査
結
果
が
、
平
成　

年
１
月
に

２４

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
９
回
目

と
な
る
こ
の
調
査
に
お
け
る
立
川
市

の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
状
況
は
、
都

の
平
均
並
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
意
識
調
査
の
結
果
も
お
お

む
ね
良
好
な
状
況
に
あ
り
、
小
学
校

で
は
、「
学
校
に
持
っ
て
い
く
も
の
を

前
日
か
、そ
の
日
の
朝
に
確
か
め
る
」

「
身
の
回
り
の
こ
と
は
、
で
き
る
だ

け
自
分
で
し
よ
う
と
し
て
い
る
」、中

学
校
で
は
、「
身
の
回
り
の
こ
と
は
、

で
き
る
だ
け
自
分
で
し
よ
う
と
し
て

い
る
」「
学
校
の
規
則
を
守
っ
て
い

る
」「
自
分
の
こ
と
を
大
切
な
存
在
だ

と
思
っ
て
い
る
」
の
項
目
で
、「
は

い
」
と
答
え
た
割
合
に
つ
い
て
は
、

都
の
平
均
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
京
都
教
育
委
員
会
発

行
「
平
成　

年
度
児
童
・
生
徒
の
学

２３

力
向
上
を
図
る
た
め
の
調
査
報
告

書
」
に
お
い
て
、
平
均
正
答
率
の
高

い
子
ど
も
は
、
▽
一
日
に
読
書
を
１

時
間
以
上
す
る
▽
朝
食
を
必
ず
食
べ

る
▽
学
校
に
持
っ
て
い
く
物
を
確
か

め
る
▽
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で

し
よ
う
と
す
る
▽
自
分
は
根
気
強
い

方
だ
と
思
っ
て
い
る
▽
家
の
手
伝
い

や
地
域
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
て
い

る
▽
将
来
、
社
会
や
人
の
た
め
に
役

立
つ
仕
事
が
し
た
い
▽
学
校
の
き
ま

り
（
規
則
）
を
守
る
▽
自
分
の
こ
と

を
大
切
な
存
在
だ
と
思
っ
て
い
る
、

と
い
う
傾
向
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
身
辺
自
立
、
忍
耐
力
、
奉

仕
の
精
神
、
規
範
意
識
、
自
尊
感
情

な
ど
を
高
め
る
こ
と
が
学
習
を
支
え

る
大
切
な
基
盤
に
な
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
で

も
左
欄
に
あ
る
家
庭
学
習
改
善
プ
ラ

ン
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

中
毒
の
原
因
物
質
の
増
殖
を
防
ぐ
、

ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の
採
用
等

　

▼
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
調
理
室
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
の

混
入
を
防
ぐ
等

　

▼
食
育
推
進
機
能
の
導
入　

食
材

の
納
入
か
ら
残
菜
の
処
理
ま
で
一
連

の
調
理
作
業
が
見
学
で
き
る
コ
ー
ス

の
設
置
等

　

▼
防
災
機
能
の
導
入　

炊
き
出
し

機
能
の
導
入
等

　

▼
環
境
へ
の
配
慮　

太
陽
光
発
電

の
導
入
等

　

▼
周
辺
へ
の
配
慮　

豊
か
な
緑
地

形
成
ほ
か
景
観
へ
の
配
慮
等

 　

施
設
の
完
成
後
に
、
調
理
や
配
送

の
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
を
経
て
、
運
営

開
始
に
至
る
運
び
で
す
。
詳
細
は
次

号
「
た
っ
ち
」　

月　

日
号
に
て
お

１２

１０

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。　

　

w
学
校
給
食
課
新
共
同
調
理
場
準

備
係
緯
（
５
３
１
）
３
７
１
１

今
後
の
予

今
後
の
予
定定

 　

学
校
給
食
課
で
は
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

昨
年
９
月
初
旬
か
ら
給
食
用
食
材
の

放
射
性
物
質
検
査
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
検
査
の
対
象
は
、
①
給
食
で

使
用
し
た
、
又
は
今
後
使
用
予
定
の

野
菜
（
果
物
・
キ
ノ
コ
類
を
含
む
）、

食
肉
、
卵
、
魚
、
牛
乳
（
乳
製
品
を

含
む
）
②
調
理
後
の
で
き
あ
が
っ
た

給
食
（
丸
ご
と
給
食
）
で
、
３
月
ま

で
に
、　

回
、
約　

品
目
の
検
査
を

１２

１２０

実
施
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度
も
月

２４

に
１
回
、
検
査
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
検
査
の
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
で
使
用
し
た
食
材
の

産
地
を
献
立
表
の
裏
面
に
公
表
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
安
全
で
安

心
な
給
食
を
お
届
け
す
る
よ
う
尽
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

w
学
校
給
食
課
給
食
管
理
係
緯

（
５
３
１
）
３
７
１
１

放
射
性
物
質
検
査

放
射
性
物
質
検
査
のの

取
組
み
と
産
地
公

取
組
み
と
産
地
公
表表

給給給給給給給給給給給
食食食食食食食食食食食

食食食食食食食食食食食
材材材材材材材材材材材

　

平
成　

年
４
月
か
ら
運
営
開
始
を

２５

予
定
し
て
い
る
新
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
建
設
工
事
が
、
４
月
よ
り
始

ま
り
ま
し
た
。
工
事
は
平
成　

年
１

２５

月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。
安
全
と
周

辺
環
境
へ
の
充
分
な
配
慮
の
も
と
に

工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 　

施
設
は
２
階
建
て
で
、
１
階
に
調

理
室
と
事
務
室
を
、
２
階
に
見
学
ス

ペ
ー
ス
や
研
修
室
等
を
配
置
し
て
い

ま
す
。

　

施
設
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▼
質
の
高
い
衛
生
水
準
を
確
保

調
理
室
を
乾
燥
し
た
状
態
に
保
ち
食

施
設
の
特

施
設
の
特
徴徴

学 校 公 開学 校 公 開 日日

　

平
成　

年
度
よ
り
、「
東
京
都
児

２３

童
・
生
徒
体
力
・
運
動
能
力
、生
活
・
運

動
習
慣
等
調
査
（
東
京
都
統
一
体
力

テ
ス
ト
）」
が
、
都
内
全
小
・
中
学

校
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
平
成　

・　

年
度

２０

２１

に
行
わ
れ
ま
し
た
「
全
国
体
力
、
運

動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
」
の
結

果
か
ら
、
東
京
都
の
児
童
・
生
徒
は
、

全
体
と
し
て
、
体
格
は
全
国
平
均
値

を
上
回
る
も
の
の
、
体
力
・
運
動
能

力
は
、
全
国
平
均
値
を
下
回
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
取
り
ま
と
め
ら

g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

　

第
一
小
学
校
建
替
え
は
、
地
域
の

公
共
施
設
（
柴
崎
学
習
館
、
柴
崎
図

書
館
、
柴
崎
学
童
保
育
所
）
と
の
複

合
化
を
目
指
し
て
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
３
月
末
か
ら
仮
設
校
舎
の

建
設
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

仮設校舎の基礎工事が始まりました

　

８
月
に
は
仮
設
校
舎
が
完
成
し
、

現
在
の
校
舎
か
ら
仮
設
校
舎
へ
の
引

越
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
８
月
下

旬
か
ら
は
、
現
校
舎
の
解
体
作
業
に

着
手
し
、
今
年
末
か
ら
い
よ
い
よ
新

し
い
校
舎
の
建
築
工
事
に
取
り
掛
か

る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
校
舎
の
完
成
時
期
は
平
成　

年
２６

７
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
安
全

を
最
優
先
と
し
て
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

建
物
完
成
後
は
、
仮
設
校
舎
か
ら

の
引
越
し
を
経
て
、
平
成　

年
の
２

２６

学
期
か
ら
は
新
校
舎
で
の
学
校
生
活

が
始
ま
る
予
定
で
す
。
新
し
く
な
る

第
一
小
学
校
は
、
万
一
の
震
災
時
等

に
お
け
る
防
災
拠
点
の
位
置
付
け
も

併
せ
て
担
っ
て
い
ま
す
。
学
校
以
外

の
施
設
の
供
用
も
始
ま
り
ま
す
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
ぜ
ひ
新
し
い
施
設
を
ご
利
用
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

w
教
育
総
務
課
学
校
建
替
等
担
当

係
・
内
線
２
４
７
４

　泉市民体育館は、平成２３年１０月から施設改
修・耐震補強工事を行なっていますが、いよ
いよ完成に近づいています。泉市民体育館の
利用等は、７月１４日㈯から開始する予定です。
　主な改修箇所は、体育室の床や照明装置の
更新、トイレ・シャワー・更衣室・エレベー
ター・玄関（エントランス）部の改修等で、
バリアフリーやユニバーサルデザインに配慮
しました。
　使いやすくて便利になる泉市民体育館にご
期待ください。
　なお、改修した泉市民体育館は、平成２５年
９月から１０月にかけて開催される第６８回国民
体育大会東京大会の競技会場（バレーボール・
バスケットボール）となっています。
　wスポーツ振興課・内線４４１５

◆小学校（／は、すでに終了していることを表します。）

学芸会・学習発表会等音楽会・展覧会等セ ー フ
ティ教室

運動会・
体 育 祭

道徳授業地
区公開講座学　校　名

１１／１６㈮１７㈯展覧会６／１２㈫９／２９㈯１０／２７㈯第 一 小 学 校
２／１５㈮１６㈯展覧会１２／２２㈯９／２９㈯６／３０㈯第 二 小 学 校

１１／９㈮１０㈯学芸会９／２８㈮１０／１３㈯第 三 小 学 校
１１／１６㈮１７㈯学芸会１２／１３㈭１４㈮音楽会１０／６㈯１０／２７㈯第 四 小 学 校

１１／１６㈮１７㈯作品展７／１７㈫１０／６㈯１／２６㈯第 五 小 学 校
１１／９㈮１０㈯展覧会６／２７㈬１０／１５㈪第 六 小 学 校
１１／１６㈮１７㈯展覧会６／２９㈮９／２９㈯６／２３㈯第 七 小 学 校

１１／１６㈮１７㈯学習発表会１０／２５㈭９／２９㈯第 八 小 学 校
１１／２㈮３㈯学習発表会９／２１㈮第 九 小 学 校

１１／１６㈮１７㈯音楽会
１／２４㈭～２６㈯作品展６／２１㈭２／２２㈮第 十 小 学 校

１１／１６㈮１７㈯展覧会９／２９㈯１２／１㈯けやき台小学校
１１／１６㈮１７㈯展覧会６／２７㈬９／２９㈯１０／１７㈬西 砂 小 学 校
２／１５㈮１６㈯作品展１２／２０㈭１０／１３㈯１／２６㈯南 砂 小 学 校

１１／９㈮１０㈯学芸会６／９㈯１／１８㈮若 葉 小 学 校
１１／１６㈮１７㈯展覧会６／２２㈮９／２９㈯６／２３㈯幸 小 学 校

１１／２２㈭２３㈮造形展１０／１８㈭
１９㈮９／２９㈯２／２㈯松 中 小 学 校

１／２５㈮２６㈯展覧会１１／８㈭６／１６㈯大 山 小 学 校
１１／２２㈭２３㈮学芸会９／１４㈮２／１６㈯柏 小 学 校
１１／１６㈮１７㈯学習発表会６／２５㈪９／２９㈯１０／１３㈯上砂川小学校

１１／９㈮１０㈯展覧会１０／１２㈮９／２９㈯１／１６㈬新 生 小 学 校

◆中学校（／は、すでに終了していることを表します。）
平成２５年度
入学保護者会合唱コンクールセ ー フ

ティ教室
運動会・
体 育 祭

道徳授業地
区公開講座学　校　名

９／２７㈭１０／３０㈫７／６㈮６／９㈯７／７㈯立川第一中学校
１０／１５㈪１１／１㈭７／４㈬９／２２㈯立川第二中学校
１０／１１㈭１１／２㈮６／１５㈮６／９㈯立川第三中学校
９／２１㈮１０／２７㈯９／２８㈮９／１５㈯立川第四中学校
２／９㈯１０／２５㈭９／２１㈮６／９㈯９／８㈯立川第五中学校
１１／１０㈯１０／２０㈯１１／１０㈯９／１１㈫立川第六中学校
２／８㈮１０／３１㈬１２／２５㈫６／９㈯９／１２㈬立川第七中学校
１２／１４㈮１０／２６㈮７／１４㈯６／９㈯９／１５㈯立川第八中学校
７／５㈭１０／１９㈮１２／２１㈮１０／６㈯立川第九中学校

　来年度、小学校もしくは中学校に
入学するお子さんで、特別な支援と

配慮が必要なお子さんの就学に関する相談を教育相談
室において実施しております。専門の就学相談員が保
護者の方と一緒に、お子さんにとって望ましい就学先
を考え提案してまいります。ご希望の方は、まずはお
電話にてお申し込みください。

　子育てのこと、学校生活等におけ
るお子さんの気になる様子について

のご相談を教育相談室において実施しております。臨
床心理士の資格を有する専門の教育相談員が相談に応
じます。ご希望の方は、まずはお電話にてご相談くだ
さい。お電話での電話相談も承っております。相談費
用は無料です。
　いずれも下記までご相談を。
　●電話番号　緯（５２７）６１７１
　●相談日時　月曜～土曜日の午前９時３０分～午後５
時（祝祭日を除く）
　●場所　立川市錦町３害１２害２５（錦学習館２階）

　●生活のリズムを整えましょう　渇早寝・早
起きをして、朝食と排便の習慣を身に付けさせ
ましょう渇翌日の学習の準備をさせ、忘れ物が
ないように確認させましょう渇テレビを見たり、
ゲームをしたりする時間や約束事を決めましょ
う
　●学習の習慣を付けましょう　渇学習時間に
なったらテレビを消し、机に向かうように促し
ましょう渇親子で読書をする時間を設けましょ
う
　●粘り強く努力をしましょう　渇自分で決め
たことは、最後までやりぬくようにさせましょ
う渇身の回りのことは、できるだけ自分でさせ
るようにしましょう渇家の手伝いや地域の役に
立つことを続けて行うようにさせましょう
　●家族の触れ合いを大切にしましょう　渇学
校での出来事を聞き、お子さんの理解に努めま
しょう渇食事の時間など、家族で共に過ごす時
間を大切にしましょう

れ
た
、「
総
合
的
な
子
供
の
基
礎
体
力

向
上
方
策
（
第
１
次
推
進
計
画
）」

の
中
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
行
わ
れ

た
調
査
で
す
。

　

身
長
や
体
重
等
の
体
格
に
関
す
る

調
査
の
他
、
握
力
、
長
座
体
前
屈
、

反
復
横
跳
び
等
、
体
力
・
運
動
能
力

や
日
常
生
活
に
お
け
る
運
動
頻
度
や

運
動
へ
の
興
味
・
関
心
等
に
関
す
る

調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
立
川
市
の

児
童
・
生
徒
の
結
果
は
、
お
お
む
ね

左
上
欄
の
通
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
、
立

川
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成　

年
２４

度
よ
り
「
体
力
向
上
推
進
委
員
会
」

を
設
置
し
、
立
川
市
立
小
・
中
学
校

の
教
員
等
を
推
進
委
員
に
配
置
し
、

「
学
校
に
お
け
る
体
育
授
業
の
質
の

向
上
」「
学
校
に
お
け
る
運
動
習
慣
の

確
立
」「
家
庭
に
お
け
る
運
動
・
生

活
習
慣
の
確
立
」
を
主
た
る
ね
ら
い

と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

お
子
さ
ん
の
生
活
習
慣
並
び
に
運
動

習
慣
の
確
立
に
つ
い
て
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　●体力・運動能力について　小学校１年生か
ら中学校３年生までの９区分において、半数以
上が東京都の平均を上回っている種目は、握力・
長座体前屈・立ち幅跳び・ボール投げの４種目
ある一方、上体起こし・反復横跳び・持久走・
５０俊走は、東京都の平均値を大幅に下回ってい
る。全種目の合計では、小学校１年生から中学
校３年生までのほぼ全ての区分において、東京
都の平均値を下回っている。
　●生活・運動習慣について　小学校１年生か
ら中学校３年生までの結果を総合的に判断する
と、睡眠時間の状況やテレビ視聴時間の状況、
また、学校における運動習慣の状況については、
東京都の平均を上回っており、項目によっては
良好な生活習慣及び運動習慣が見られる。一方、
運動への興味・関心を図る調査項目においては、
「運動が嫌い・やや嫌い」な児童・生徒や運動
をしたいと「思わない・あまり思わない」児
童・生徒の割合が東京都の平均を上回っており、
課題として上げられる。

　

３
月　

日
に
味
の
素
ス
タ
ジ
ア

２０

ム
・
都
立
武
蔵
野
の
森
公
園
特
設
周

回
コ
ー
ス
で
、
第
３
回
中
学
生
「
東

京
駅
伝
」
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
　

区　

市
１
町
の
全　

チ
ー
ム
が

２３

２６

５０

参
加
し
た
こ
の
大
会
は
、
中
学
生
の

健
康
増
進
や
持
久
力
を
は
じ
め
と
す

る
体
力
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
及

び
生
徒
の
競
技
力
の
向
上
を
目
的
に
、

男
子
は　
・　

㎞
を　

人
の
選
手
が
、

４２
１９５

１７

女
子
は 　
 
㎞ 
を　

人
の
選
手
が
、
た

３０

１６

す
き
を
つ
な
い
で
走
り
ま
し
た
。

　

立
川
市
選
手
団
は
、
立
川
市
立
中

学
校
と
東
京
都
立
立
川
国
際
中
等
教 仲良く、楽しく、気持ち良く走りました

育
学
校
の　

校
か
ら
選
手
が
集
ま
り
、

１０

「
仲
良
く
」「
楽
し
く
」「
気
持
ち
良

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
練
習
会
や
試

走
会
に
参
加
し
、
当
日
に
臨
み
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
選

手
は
適
度
な
緊
張
感
を
味
わ
い
な
が

ら
も
、
仲
良
く
、
楽
し
く
、
気
持
ち

良
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
男
子　

位
、
女
子　

位

４７

２５

と
、
前
回
大
会
を
若
干
下
回
る
結
果

で
し
た
が
、
目
的
は
十
分
に
達
成
し
、

参
加
し
た
選
手
に
と
っ
て
も
大
変
貴

重
な
経
験
と
な
る
大
会
で
し
た
。

　

大
会
当
日
は
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
隣
接
校
希
望
に
よ
る

指
定
校
変
更
は
、
小
学
校
の
場
合
、

距
離
に
よ
る
条
件
は
設
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
災
害
時
の
児
童
の
安

全
や
学
校
と
地
域
と
の
連
携
を
考
慮

し
、
中
学
校
同
様
に
、
自
宅
か
ら
隣

接
校
ま
で
の
通
学
距
離
が
指
定
校
ま

で
の
通
学
距
離
よ
り
近
い
場
合
の
み

承
認
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
改
正
し
た
条
件
は
、
平
成　
２５

年
度
の
入
学
お
よ
び
転
校
に
伴
う
隣

接
校
希
望
の
申
請
か
ら
適
用
し
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
就
学
す
る
お
子
さ

ん
の
保
護
者
へ
は
、
９
月
頃
ま
で
に

制
度
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

w
学
務
課
学
務
保
健
係
・
内
線
２

５
１
５

学 校 公 開学 校 公 開 日日
　平成２５年度に小中学校への入学を予定している方は、
この機会に学校公開にお越しください。
　なお、公開時間等については、各学校にお問い合わせ
ください。（日程は変更する場合があります。）
　また、当日は見学のみとなります。学習活動の円滑な
進行にご協力をお願いします。�
　w指導課・内線２４９７～２４９９

平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度
児児
童童
・・
生生
徒徒
のの
学学
力力
向向
上上
をを
図図
るる
たた
めめ
のの

調調
査査
とと
体体
力力
・・
運運
動動
能能
力力
、、
生生
活活
・・
運運
動動

習習
慣慣
等等
調調
査査
のの
結結
果果
をを
公公
表表
しし
まま
すす

児
童
・
生
徒

児
童
・
生
徒
のの
学
力
向
上

学
力
向
上
をを
図図
る
た
め

る
た
め
のの

調
査
調
査
とと
体
力
・
運
動
能
力

体
力
・
運
動
能
力
、、
生
活
・
運

生
活
・
運
動動

習
慣
等
調
査

習
慣
等
調
査
のの
結
果
結
果
をを
公
表
公
表
し
ま
し
ま
すす

新学校給食共同調理場の新学校給食共同調理場新学校給食共同調理場のの
建設工事が
始まりました
建設工事建設工事がが
始まりまし始まりましたた

就就就就就就就就就就学学学学学学学学学学就学相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談・・・・・・・・・・談・教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談ののののののののののごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案育相談のご案内内内内内内内内内内内
就学相就学相談談

教育相教育相談談

立立立立立立立立立立川川川川川川川川川川市市市市市市市市市市のののののののののの児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童・・・・・・・・・・生生生生生生生生生生徒徒徒徒徒徒徒徒徒徒のののののののののの結結結結結結結結結結立川市の児童・生徒の結果果果果果果果果果果果

家家庭庭学学習習改改善善ププラランン家庭学習改善プラ家庭学習改善プランン 児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を

図
る
た
め
の
調
査

東
京
都
児
童
・
生
徒
体
力
・
運
動

能
力
、生
活
・
運
動
習
慣
等
調
査

仮
設
校
舎

仮
設
校
舎
のの

建
設
工
事
が
開

建
設
工
事
が
開
始始
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第
一
小
学
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建
替
え
に
つ
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ら
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ら
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応
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た
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が
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第
３
回
中
学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京
駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大

「
東
京
駅
伝
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登
録
を

学
校
情
報
メ
ー
ル
に

滑
調
理
室
イ
メ
ー
ジ

葛
食
育
テ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
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●
展
示
期
間　

７
月　

日
㈫
～
９

１０

月
９
日
㈰
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
歴
史
民
俗
資
料
館
は
午
後
４
時　
３０

分
ま
で
）

　

※
７
月　

日
、
８
月　

日
は
午
後

１０

１４

１
時
か
ら

　

w
高
松
学
習
館
緯
（
５
２
７
）
０

０
１
４

 　

立
川
市
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
に

基
づ
き
、
以
下
の
と
お
り
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。　 
《
敬
称
略
・
順
不
同
》

　

▼
平
田　

俊
吉　

学
校
給
食
運
営

審
議
会
委
員
と
し
て
学
校
給
食
行
政

に
貢
献
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

祝祝
教
育
委
員
会
表
彰

　
「
生
涯
学
習
指
導
協
力
者（
市
民
リ

ー
ダ
ー
）
登
録
制
度
」
の
登
録
期
間

が
、
６
月　

日
㈯
で
終
了
し
ま
す
。

３０

現
在
登
録
中
の
方
に
は
、
新
し
い
登

録
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
更
新
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
票
は
、
郵
送
か
直
接
、
生
涯

　

立
川
市
図
書
館
で
は
、
平
成　

年
２４

２
月
９
日
に
絵
本
２
千　

冊
と
メ
ッ

１５１

セ
ー
ジ
カ
ー
ド　

枚
を
宮
城
県
石
巻

５５０

市
図
書
館
に
届
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

皆
さ
ん
に
購
入
し
て
も
ら
っ
た
新
し絵本の搬入作業

石巻市雄勝公民館（図書館が入っていた建物） u
u

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

い
絵
本
を
、
立
川
市
図
書
館
で
取
り

ま
と
め
て
、
石
巻
の
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
企
画
で

す
。

　

石
巻
市
図
書
館
は
七
館
の
う
ち
二

館
が
津
波
に
流
さ
れ
、
多
く
の
蔵
書

を
失
い
ま
し
た
。
特
に
児
童
書
が
不

足
し
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞

き
、
立
川
市
内
の
書
店
の
協
力
を
得

て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

月　

日
の
た
ち
か
わ
読
書
ウ
ィ

１０

２７

ー
ク
開
始
に
合
わ
せ
て
、
立
川
市
図

書
館
で
厳
選
し
た
絵
本　

タ
イ
ト
ル

６０

各　

冊
ず
つ
、
計
千　

冊
を
目
標
に

２０

２００

収
集
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
時

に
、
今
回
の
目
玉
で
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
専
用
ブ
ロ
グ
も
設
け
ま
し
た
。

数
々
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
国
の
皆
さ
ん

か
ら
絵
本
が
届
き
、
締
切
り
の　

月
１１

末
に
は
目
標
を
は
る
か
に
上
回
る
２

千　

冊
も
の
絵
本
が
集
ま
り
ま
し
た
。

１５１

　

こ
の
絵
本
は
、
市
内
の
避
難
所
や

仮
設
住
宅
を
巡
回
す
る
図
書
館
車
に

積
み
込
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
届
け

ら
れ
ま
す
。
届
け
ら
れ
た
絵
本
で
、

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
に
な
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
た
ち
か
わ
市
民
講
師
フ
ェ
ア
」
の

企
画
・
運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
市
民
リ
ー
ダ
ー
の
登
録

情
報
は
、
生
涯
学
習
情
報
コ
ー
ナ
ー

や
各
地
域
学
習
館
な
ど
の
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
新
規
登
録
、
紹
介
に
つ
い
て
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

w
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
緯

（
５
２
８
）
６
８
７
２

　平成１９年１０月に開講し、５年を迎える「たち
かわ市民交流大学」では、さまざまな取り組み
を予定しております。
○主な取り組み予定
　渇国立音楽大学の協力により、６月から同大
学を会場とした特別企画を開催。マーラー交響
曲第二番《復活》を２回の講座とオーケストラ
演奏会鑑賞で学ぶ。
　渇これからの市民力を考える講演、シンポジ
ウムや活動発表などのイベントを１１月１７日㈯に
女性総合センター・アイムにて開催。ほかに国
立極地研究所などとの特別企画講座・講演会を
予定。
　渇市民推進委員会の主催する市民企画講座で、
学習意欲を高めることを目的に「たちかわ☆き
らきらカード」を４月から配布開始。シールが
２５枚貯まるごとに記録証等を進呈。
　w生涯学習推進センター緯（５２８）６８７２

　

今
年
は
立
川
市
平
和
都
市
宣
言　
２０

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
下
表

の
と
お
り
２
か
月
間
に
渡
り
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

日
本
初
公
開
の
立
川
に
爆
弾
が
投

下
さ
れ
て
い
く
連
続
写
真
や
多
摩
の

戦
争
遺
跡
写
真
等
を
展
示
し
ま
す
。

　

図
書
館
作
成
の
ピ
ー
ス
２
０
１
２

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
配
布
し
ま
す
。

　

▼
宮
崎　

光
一　

文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
と
し
て
文
化
財
保
護
に
貢

献
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

▼
保
坂　

俊
幸　

ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
し
て
社
会
教
育
行
政
に
貢
献

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、有
益
な
調
査
・

研
究
、
特
に
模
範
と
す
る
行
為
、
教

育
・
文
化
の
振
興
に
お
け
る
功
績
、

体
育
そ
の
他
の
文
化
活
動
に
お
い
て

特
に
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
個
人
ま

た
は
団
体
を
、
規
程
に
基
づ
き
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　

自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
、
随
時
行

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

w
教
育
総
務
課
・
内
線
２
４
６
４

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

立
川
市
の
歴
史
と
文
化
財

〜
残
堀
川
〜

19

　

立
川
市
北
部
は
砂
川
と
呼
ば
れ
、

現
在
で
も
「
砂
川
町
」
な
ど
の
地
名

が
残
っ
て
い
ま
す
。「
砂
の
川
」
と
は

残
堀
川
の
こ
と
で
、
平
常
時
は
水
量

が
少
な
く
川
底
の
砂
が
露
出
し
て
い

た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
言

い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
狭
山
池
に
住
ん

で
い
た
大
蛇
を 
次  
右
衛
門 
が
退
治
し

じ 

え　

も　

ん

た
時
に
、
大
蛇
の
血
が
大
量
に
流
れ

出
て
川
に
な
っ
た
の
で
「 
蛇  
堀  
川 
」

じ
ゃ 
ぼ
り 
が
わ

と
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
、「
残
堀
川
」

に
転
じ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

残
堀
川
は
、
瑞
穂
町
の
狭
山
池
を

水
源
と
し
て
、
武
蔵
村
山
市
、
昭
島

南
東
に
向
か
っ
て
流
れ
、
武
蔵
砂
川

駅
付
近
、
立
川
市
役
所
付
近
、
立
川

駅
北
口
付
近
、
西
国
立
駅
付
近
を
通

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
か
ら
お
よ
そ　

年
前
の
承
応
３

３６０

（
１
６
５
４
）
年
に
玉
川
上
水
が
完

成
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
残
堀
川
は

助
水
と
し
て
玉
川
上
水
に
合
流
さ
せ

て
そ
れ
よ
り
下
流
は
廃
川
に
な
り
ま

し
た
。
残
堀
川
が
そ
の
ま
ま
だ
と
玉

川
上
水
よ
り
川
床
が
低
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
愛
宕
松
よ
り
南
に
流
れ

を
変
え
て
、
合
流
地
点
を
西
に　

ｍ
６００

程
移
動
さ
せ
ま
し
た
。

　

最
上
流
部
に
お
い
て
も
、
も
と
も

と
は
狭
山
丘
陵
に
源
流
を
も
つ
小
河

川
が
合
わ
さ
っ
て
残
堀
川
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
に
狭
山
池
か

ら
残
堀
川
に
つ
な
ぐ
流
路
を
掘
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
は
、
上
流
の
箱
根
ヶ

崎
や
村
山
で
養
蚕
や
機
織
り
が
盛
ん

に
な
る
に
つ
れ
、
残
堀
川
の
水
質
が

悪
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
東
京
市

は
残
堀
川
と
玉
川
上
水
が
合
流
せ
ず

に
、
立
体
交
差
す
る
よ
う
に
工
事
を

行
い
、
玉
川
上
水
よ
り
南
側
に
新
た

な
流
路
を
掘
削
し
て
、
明
治　

年
、

４１

根
川
に
合
流
さ
せ
ま
し
た
。
交
差
地

点
で
は
煉
瓦
製
の
水
道
橋
を
造
り
、

玉
川
上
水
の
下
に
残
堀
川
を
通
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
生
活
用
水
の
増
加

な
ど
で
、
残
堀
川
の
洪
水
が
度
々
お

こ
る
よ
う
に
な
る
と
、
残
堀
川
の
下

に
玉
川
上
水
を
通
す
工
事
が
行
わ
れ
、

昭
和　

年
に
現
在
の
よ
う
に
な
り
ま

３８

し
た
。
そ
の
他
に
も
立
川
基
地
の
拡

張
や
日
産
自
動
車
の
工
場
建
設
に
よ

っ
て
流
路
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

根
川
は
立
川
崖
線
沿
い
の
湧
水
を

集
め
た
小
河
川
で
し
た
が
、
残
堀
川

を
合
流
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

し
ば
し
ば
洪
水
が
お
こ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
昭
和　

年
に
は
河
川
改

４７

修
工
事
を
行
い
、
立
川
橋
付
近
か
ら

立
川
崖
線
沿
い
を
離
れ
て
多
摩
川
に

注
ぐ
よ
う
に
し
て
、
現
在
の
流
路
に

な
り
ま
し
た
。
根
川
緑
道
は
そ
の
際

に
廃
川
に
な
っ
た
流
路
を
利
用
し
た

も
の
な
の
で
す
。

市
・
立
川
市
を
流
れ
て
多
摩
川

に
合
流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
川

は
江
戸
時
代
以
降
、
人
の
手
に

よ
っ
て
大
き
く
流
れ
を
変
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
立
川
断
層
に
沿

っ
て
、
流
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
現
在
で
は
伊
奈
平
橋
で
南

東
か
ら
南
へ
流
れ
を
変
え
て
い

ま
す
が
、
か
つ
て
は
そ
の
ま
ま

会　　場期　　　間

歴史民俗資料館７／１０㈫※～２２日㈰〔１６日除く〕
西砂学習館７／２５㈬～３０日㈪
砂川学習館８／１㈬～６日㈪
高松学習館８／８㈬～１２㈰
立川市役所８／１４㈫※～２０日㈰
錦学習館８／２２㈬～２６㈰
柴崎学習館８／２９㈬～９／３日㈪
幸学習館９／５㈬～９／９日㈰

登
録
更
新
の
年
で

登
録
更
新
の
年
で
すす

学
習
情
報
コ
ー
ナ
ー
〔
〒　
１９０

們　

曙
町
２
們　

們
２
女
性

００１２

３６

総
合
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ム
１

階
〕
緯
（
５
２
８
）
６
８
０

３
へ
。

　

こ
の
制
度
は
、
絵
画
、
音

楽
、
体
操
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
知
識
や
技
能
を
持
つ

方
に
ご
登
録
い
た
だ
き
、
学

習
グ
ル
ー
プ
や
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
計
画
す
る
団
体

に
紹
介
す
る
制
度
で
す
。
現

在
延
べ　

人
以
上
の
登
録
が

１９０

あ
り
、
市
民
交
流
大
学
の
講

座
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
象
の
広
報
講

座
、
子
ど
も
会
の
イ
ベ
ン
ト

生生生生生生生生生生
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学学学学学学学学学学
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民民民民民民民民民民
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生
涯
学
習
市
民
リ
ー
ダ
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和和和和和和和和和和
都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市
宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣

平
和
都
市
宣
言言言言言言言言言言言　

周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年
周
年
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事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
展展展展展展展展展展
示示示示示示示示示示

事
業
展
示
会会会会会会会会会会会
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「
多
摩
地
区
と
我
が
家
の

戦
争
・
戦
後
」

戦
争
を
語
り
つ
ぐ

絵
本
を
届
け
よ
う

絵
本
を
届
け
よ
う
！！

プ
ロ
ジ
ェ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トト

たたたたたたたたたたちちちちちちちちちちかかかかかかかかかかわわわわわわわわわわ市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学かかかかかかかかかかららららららららららたちかわ市民交流大学からののののののののののの

お知らせお知らせ!!お知らせお知らせ!!

登下校中の子どもが巻き込まれる交通事故がおきています。
みなさんの力で、子どもたちの安全を守りましょう。

立川市教育委員会

☆スクールゾーンは時間指定で車輌通行禁止です。
☆登下校時間帯に学校周辺を通行するときは、
　子どもの安全に配慮してください。

ハハンンドドルルをを握握るる
ああななたたがが守守るる

子子どどもものの安安全全

ハンドルを握ハンドルを握るる
あなたが守　　　あなたが守るる

子どもの安　　　　　　子どもの安全全


